
 

一
般
質
問
最
終
日
の
25
日
、
橋
爪
議
員
は
、

災
害
対
策
、
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
、

原
発
ゼ
ロ
法
案
、
柏
崎
刈
羽
原
発
を
対
象
と
し

た
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
態
勢
な
ど
災
害
や
原

発
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
安
全
を
守
る
市
の
対
応

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

橋
爪
議
員
は
、
「
近
年
は
雨
の
降
り
方
一
つ

と
っ
て
み
て
も
異
常
事
態
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
」
と
し
て
、

「
『
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
』
に
対
応
し
た
防
災
の

取
組
の
う
ち
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
現

状
と
課
題
は
ど
う
か
」
と
村
山
市
長
に
質
し
ま

し
た
。 

市
長
は
こ
れ
に
対
し
、
「
『
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
』
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
現
在

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
し
て
い
る
が
、
国
、
県
で
は
、
『
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
』
に
対
応
す
る
た
め
、
想
定
規
模
を

〝
千
年
に
一
度
の
大
雨
〟
と
す
る
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
を
作
成
し
、
本
年
３
月
ま
で
に
、
関

川
や
保
倉
川
を
始
め
と
す
る
市
内
の
９
河
川
に

つ
い
て
公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、

今
年
度
中
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
を

行
う
た
め
、
現
在
、
新
た
な
浸
水
想
定
に
よ
っ

て
、
避
難
所
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
向

け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
土
砂
災

害
に
つ
い
て
は
、
『
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
』
へ
の

対
応
と
し
て
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

『
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
』
等
の
指
定
の
促

進
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
新
潟
県

で
は
、
当
市
に
お
け
る
区
域
の
指
定
を
平
成
29

年
３
月
末
に
完
了
さ
せ
て
い
る
。
『
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
る

区
域
の
指
定
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
都
度
、

地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
な
が
ら
作
成
し
て
き
て
お
り
、
今
年
度
中

に
も
、
土
砂
災
害
に
よ
り
住
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 

橋
爪
議
員
は
ま
た
、
災
害
時
に
「
い
つ
」

「
だ
れ
が
」
「
何
を
す
る
か
」
を
計
画
に
し
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
、
と
い
う
思
い
込
み
か

ら
ど
う
抜
け
出
す
か
が
重
要
だ
」
と
し
て
提
案

も
含
め
質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
〝
時
系
列
の
防
災
行
動
計
画
〟
と

言
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
対

す
る
取
組
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
避
難
に
関

す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
既
に
当
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
気
象
予

測
が
可
能
な
、
大
雨
と
台
風
へ
の
事
前
行
動
を

定
め
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る

事
態
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
活
動

や
適
切
な
避
難
行
動
を
促
す
た
め
、
各
部
局
と

各
総
合
事
務
所
が
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
や
対
応

す
べ
き
業
務
を
時
系
列
で
整
理
し
明
確
化
し
て

い
る
」
「
先
般
の
台
風
第
21
号
の
対
応
に
お
い

て
も
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
市
民

に
台
風
接
近
を
知
ら
せ
る
安
全
メ
ー
ル
を
配
信

す
る
と
と
も
に
、
保
育
園
と
学
校
で
は
、
保
育

時
間
と
授
業
時
間
を
繰
り
上
げ
て
、
安
全
な
時

間
帯
に
お
子
さ
ん
の
迎
え
や
帰
宅
が
で
き
る
よ

う
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
適
時
に
必
要
な
対
応

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 
 

柏
崎
刈
羽
原
発
は
市
民
の
い
の
ち
と
安
全
を

守
る
た
め
に
は
再
稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番

で
す
が
、
橋
爪
議
員
は
、
今
年
の
６
月
か
ら
日

本
共
産
党
上
越
市
議
員
団
が
取
り
上
げ
て
き
た

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
で
、
放
射
線
量
の
計
測
デ
ー
タ
を
24

時
間
電
光
表
示
に
す
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
30
キ
ロ
圏
を
超
え
る
地
域

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設
に
関
し
て

市
長
は
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す
る
同
県
の

知
事
な
ど
で
構
成

す
る
「
原
子
力
発

電
関
係
団
体
協
議

会
」
が
こ
の
５
月

に
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
の
緊

急
時
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
確
実
に
実
施

で
き
る
体
制
を
早

期
に
構
築
で
き
る

よ
う
国
に
要
請
し

て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し

た
。 

 ９月３日から開かれて

いた９月定例議会（25日

間の会期）は、９月27日

に最終日を迎え、全ての

提出議案が可決・認定さ

れました。 

 日本共産党議員団は、

橋本正幸議員が登壇し、「平成29年度上越市一般会計歳入

歳出決算」、「平成29年度上越市国民健康保険特別会計歳

入歳出決算」、「上越市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算」及び「平成29年度上越市介護保険特別会計歳入歳出

決算」の４決算議案に対し反対討論をしました。 

 橋本議員は、「子ども医療費助成の拡充や商店リニュー

アル助成制度、住宅リフォーム促進事業等地域経済の活性

化を図る積極的な取り組みであることを積極的に評価して

いる」とした一方で、「昨年の３月議会における予算審議

の際に、私たち日本共産党議員団は、財政調整基金を過度

に積み立てながら行政サービスのリストラを行っているこ

と、市民の意思を十分確認することなしに上越市体操ア

リーナの建設予算を計上したこと、高額な国宝太刀山鳥毛

を購入することを前提とした予算であると指摘して反対し

ました。その指摘は決算段階でも同様です」と一般会計決

算認定について反対する意見を述べました。 

 また、いのちと健康を守るべき国民健康保険特別会計な

ど３決算についても「依然として高水準の保険税、保険料

を市民に押し付け、給付の段階でもさらに重い負担を強い

る仕組みを続けてきた」として同じく認定に反対しまし

た。残念ながら、このような立場に立ったのは、日本共産

党議員団だけでした。 

 なお、一般会計については、市民クラブの丸山章議員

は、議場を

退出し採決

に加わりま

せ ん で し

た。 
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